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圃
ル ー トヴ ィ ヒ ・シ ャ フ ラ ッ ト

LudwigSchaffrath

東 北 新幹 線 が開 業 され大宮 駅 が新 装 され た,そ の駅 の コ ンコ ース の正 面 に大 きな ス テ ン

ドグ ラ ス設置 され た,そ の 制作 者 が シ ャフ ラ ッ ト氏 で ある。

現 代 ステ ン ドグ ラス は,第 二 次 世 界 大 戦 の後 フ ラ ンス を中心 に花 ひ らい た,も ちろ ん ア

イル ラ ン ドのサ ラ ・パ ーサ ー な どは それ よ り半 世紀 も早 く活動 して い るけ れ ど,フ ラ ンス

や ドイ ツは20世 紀 も中頃 をす ぎて本 格 的 な ス テ ン ドグラ スの復 興 を見 る。20世 紀 の 教 会 に

は,第 一 次,第 二 次 世 界大 戦 で破 壊 された幾 百 幾 千 もの窓 が あ り,そ れ ら を作 り直 す 必要

が あっ た。 そ れ らの 多 くの もの の 中 に は,平 凡 な模 倣 も多 か った が,教 会 側 に も信 仰 す る

宗 教 に関 りな く,著 名 な芸 術 家 を登 用 し,新 しい実験 が な された。 マ ネ ジェ,バ ゼ ー ヌ,

マ チ ス,シ ャガ ー ル,ブ ラ ック,レ ジェ た ちフ ラ ンスの作 家 た ちで あ る。 また技 法 の 面 で

も ダ ル ・ド ・ヴ ェー ルの と呼 ば れ る方法 が開 発 され た。(こ の 革新 的 な技 法 は ビザ ンチ ン

世 界 で 用 い られ た も のの 今 日的 方 法 で一2～3cm厚 みの ガ ラス片 をコ ンク リー トか,エ ポ

キ シ樹 脂 の中 には め込 んで 固 め る… … この技 法 は フ ラ ンス か らア メ リカ に渡 り全 盛 とな る)

一 方 ドイ ツの 建築 家 は大 戦 に よ っ て破 壊 された教 会 の再建 の時,窓 に,特 に ステ ン ドグ ラ

ス の壁 を も うけ て,建 築 との合 一 を考 えた。 それ は フ ラ ンス の もの と異 り ドイツ の独 特 の

もの となっ た。

第一 次 大戦 前 には キ ュ ビ ス ト的 デザ イ ンで知 られ る,ヤ ン ・ トル ン ・プ リッ カー がお り,

次 二次 大 戦 との 間 にプ リ ッカー の 弟子 の ア ン トン ・ヴェ ン ドリ ンク が多 数 の ステ ン ドグ ラ

ス を作 っ てい る。 プ リ ッカ ー と現 代 の作 家 た ち を結 ぶ ゲ オ ル グ ・マ イ ス ター マ ン(ケ ル ン

・カ ル クの ザ ンク ト ・マ リア教 会 の 作 品)の ドラマ チ ッ クな作 品 がつ づ き,そ の 後 に ルー

トヴ ィ ヒ ・シ ャフ ラ ッ ト,ヴ ィルヘ ルム ・プ シュ ル テ,ヨ ハ ン ネス ・シ ュ ライ ター が現 代

ドイ ツ を代 表 す るス テ ン ドグラ ス作 家 で あ る。

建 築 との調 和 とい う観 点 か ら,新 しく明解 な方 向性 を打 ち出 した作 家 と い えば シ ャフ ラ

ッ トが第一 人 者 で あ る。

-120一



1924年 ア ル ス ドル フ生 れ(西 ドイ ツ)

1947年 シ ェ リュー テ ル ・シ ュー レ卒 業

194?一 一1954年 アー ヘ ン工 科 大学 建 築 学部 で ヴ ェ ン トリ ンク教授 の助 手

1954年 ア ルス ドル フ ・オ フ デ ンで創 作 活動 開 始

1970年 ～ イ ギ リス ・ア メ リカで教 える

1981年 オ ー ス トラ リアで教 え る

建 築 の仕 事 を して い た,シ フ ラ ッ ト氏 は 自分 の作 品 をガ ラ スで もっ て表 現 した い と考 え

た。29才 の時 で あ る。 その 頃 の ドイ ツは第 二 次 世 界大 戦 で どこ も か しこ も破 壊 され てい た 。

まず 自分達 の身 の 回 りの教 会 か ら氏 は仕 事 を始 め た。 「大戦 後 の 打 ちひ しが れた 中 で,い

かに して人 々 の心 を立 ち直 らせ,ま た国 の復 興 を図 っ て行 くか… … そ うい うと ころ か ら私

の創 作 活 動 も始 ま りま した。」と シャ フ ラ ッ ト氏 自身 が語 って い る。 作 品 の テ ーマ も,「 鎮

魂」 「亡 くなっ た同胞 へ の悲 しみJ「 二度 と戦 争 の な い よ うに」 と い う,次 に 「明 目へ の

希望 」 そ して 、現 在 の テ ー マ は 「オ ア シ ス」(人 々が憩 え る よ うな感 情 を)で す 。

シ ャフ ラ ッ ト氏 は ステ ン ドグ ラス作 家 とは称 して いな い,一 つ の手 法 と して ス テ ン ドグ

ラ スの仕 事 を して い るの で ス テ ン ドグラ スだ けが 自分 の領 域 だ とは考 え ない が,ス テ ン ド

グ ラス の手 法 を用 い る時 は絵 具 や 石 材,木 材 な どで表 現 出来 ない もの を表 現 す る時 で,朝

の光,そ して嵐 の 日,冬 の 日…… それ らの光 によ っ て表現 され る もの が,異 っ て くるお も

しろ さ を考 え て い るの です 。

mitLichtgemalt(光 が共 に描 いて くれ る)と い う。

シャ フ ラ ッ ト氏 の作 品 は特 に円 と円弧 を用 いた線 の変 化 を展 開 す る,ま た流 れ るよ うな

線 は独 特 の空 間 を作 り出 して い る。 また色 彩 に対 して も 白 に対 比 的 な黒 と灰 色 を主張 に用

い て色 彩 を節 す る作 品 も多 くあ る。

今 回 の大 宮 駅 の ス テ ン ドグラ スの テー マ は 「光 と水 と生 命」 で今 まで に用 い られ た技 法

を全部 とは い わ ない が,多 く用 いて い るの で,こ れ か らス テ ン ドグ ラ スの仕 事 を しょ うと

す る人 々 に大 きな影 響 を与 える こ と にな る と思 わ れ る。

◆ 主 な作 品

ア ーヘ ン大聖 堂 回廊(1962～65)

パ プ ス トヨノ、ネ スハ ウ ス(ク レフ ェル ト,1968)

st.マ リ ア寺 院(バ ー ドツ ビ ッ シェ ンァ ー ン,1970)

st.ア ン トニ ウ ス病 院 モザ イ ク とステ ン ドグ ラス(エ シ ェヴ ァ ィル,1971)

アル ス ドル フRathausモ ザ イ ク(1971)
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東北新幹線大宮駅 ステ ンドグラス1982(部 分)

ウ ー バ ッ ハ ーPalenberg1972(部 分)

Christi-Geburtク リ ス テ ィ ゲ バ ル ト(ケ ル ン ・ メ ン ゲ ル ニ ヒ,1971)

st、 ヨ ハ ネ ス 寺 院(ド ル トム ン ト ・ クー ル,1972)

st.ア ン トニ ウ ス 寺 院(バ ー ゲ ン ・カ ー ベ ル,1974)

st.ヨ ゼ フ 寺 院(ア ー ヘ ン,1971～75)

ギ ム ナ ジ ウ ム モ ザ イ ク(バ エ ス ヴ ァ ィ ラ ー,1976)

(鈴 木 佳 子)
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